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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
杉
村
慎
治
君
提
出
い
わ
ゆ
る
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
の
域
外
適
用
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

サ
イ
バ
ー
行
動
（
情
報
通
信
設
備
及
び
技
術
を
利
用
し
た
行
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
国
際
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
政
府
と
し
て
は
、
国
際
連
合
憲
章
（
昭
和
三
十
一
年
条
約
第
二
十
六
号
）
を
含
む
既
存
の

国
際
法
が
サ
イ
バ
ー
行
動
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
ど
の
よ
う
に
適
法
性
が
担
保
で
き

る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
の
答
弁
書
（
令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

内
閣
衆
質
二
一
七
第
二
九
七
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
二
の
１
及
び
２
並
び
に
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お

り
、
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
三
号
。
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
警
察
官
職

務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
置
（
以
下
「
サ
イ
バ
ー
危
害
防

止
処
置
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
国
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
相
当
な
理
由
が
な
い
同
項
に
規
定
す
る
加
害
関
係
電

子
計
算
機
の
動
作
に
係
る
も
の
（
以
下
「
国
外
関
係
危
害
防
止
処
置
」
と
い
う
。
）
と
し
て
と
ら
れ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
三
項
（
整
備
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
十
九
条



 

２ 

 

第
一
項
、
第
九
十
一
条
の
三
、
第
九
十
二
条
第
二
項
及
び
第
九
十
五
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
お
い
て
、
国
外
関
係
危
害
防
止
処
置
の
実
施
主
体
は
あ
ら
か
じ
め
外
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
当
該
行
為
が
国
際
法
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
こ
の
基
準
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
タ
リ
ン
・
マ
ニ

ュ
ア
ル
二
・
〇
は
、
サ
イ
バ
ー
行
動
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
に
関
す
る
研
究
の
成
果
と
し
て
専
門
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

文
書
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
お
尋
ね
は
、
専
門
家
に
よ
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
の
解
釈
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府

と
し
て
、
有
権
的
に
解
釈
し
得
る
立
場
に
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
外
交
的
・
法
的
反
論
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
回
答
弁
書
一
に
つ
い
て

で
述
べ
た
と
お
り
、
国
外
関
係
危
害
防
止
処
置
が
国
際
法
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
他
国
に

対
す
る
説
明
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
状
況
に
応
じ
て
様
々
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一



 

３ 

 

概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
の
有
効
性
・
実
効
性
を
国
際
社
会
に
担
保
し
」
及
び
「
国
際
社
会
か
ら
何
を
根
拠

に
理
解
を
得
て
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、

サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
の
実
施
に
際
し
て
は
、
国
際
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
個
別
具
体
的
な
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
判
断
基
準
を
明
記
し
」
及
び
「
法
的
安
定
性
の
欠
如
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
確
保
す
る
仕
組
み
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法

律
第
四
十
二
号
）
第
六
十
一
条
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監
理
委
員
会
は
、
毎
年
、
内
閣
総
理
大
臣
を
経
由
し
て
国



 

４ 

 

会
に
対
し
、
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
同
条
第
二
項
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
含

め
、
所
掌
事
務
の
処
理
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


